
自
転
車
で
通

勤
し
て
い
る

と
、
日
に
日

に
暖
か
い
春

を
肌
で
感
じ
、

気
分
も
ワ
ク
ワ
ク
す
る
一
方
、

私
に
と
っ
て
は
花
粉
に
よ
る
目

の
か
ゆ
み
、
鼻
の
ム
ズ
ム
ズ
感

が
入
り
混
じ
る
季
節
で
も
あ
る

▼「
春
に
三
日
の
晴
れ
な
し
」と

言
わ
れ
る
が
、
暖
か
く
な
る
と

い
ろ
い
ろ
な
場
所
に
外
出
し
た

く
な
る
気
持
ち
は
抑
え
き
れ
な

い
と
こ
ろ
だ
。
春
と
い
え
ば
、

真
っ
先
に
満
開
の
サ
ク
ラ
を
思

い
描
く
人
も
多
い
と
思
う
。
わ

が
家
で
は
、
毎
年
、
笠
原
桜
公

園
の
桜
並
木
を
子
ど
も
と
散
歩

し
、
満
開
の
サ
ク
ラ
や
桜
吹
雪

を
見
に
行
く
こ
と
を
楽
し
み
に

し
て
い
る
▼
今
年
の
サ
ク
ラ
前

線
は
、
平
年
並
み
か
、
平
年
よ

り
早
い
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の

原
稿
を
書
い
て
い
る
時
点
で
は
、

ま
だ
肌
寒
く
サ
ク
ラ
は
開
花
し

て
い
な
い
が
、
発
行
す
る
頃
は

き
っ
と
、
見
頃
を
迎
え
て
い
る

だ
ろ
う
。
今
日
か
ら
新
年
度
が

ス
タ
ー
ト
。
天
気
の
い
い
日
が

続
き
ま
す
よ
う
に
！�

（
Ｎ
）

双眼鏡双眼鏡

市内から過去最多の市民ランナーが参加
マスコットキャラが国スポ・障スポPRで盛り上げ

　家族連れなど市内外から参加した855人のランナーが、快
晴のもとそれぞれのペースでゴールを目指しました。「わた
SHIGA輝く国スポ・障スポ2025」PRのマスコットキャラク
ターや市PR大使のもーりーも登場。サッカー元 日本代表に
よるサッカー教室や、走り方教室も開かれ、参加者はスポー
ツざんまいのイベントを楽しんでいました。

第41回 野洲川健康ファミリーマラソン大会

3月3日 野洲川歴史公園サッカー場 ビッグレイク

違いを認め合い
差別のない社会へ

　差別のない社会づくりを目指して、人権について理解を深
めてもらおうと開催され、49人の市民が参加しました。
　開会式の後は、お笑い福祉士の社

しゃ

福
ふく

亭
てい

モーリーさんが腹話
術で人権について講話。また、音楽を通して人と人が違いを
認め合うことの素晴らしさを伝える「歩

ぽ

歩゚
ぽ

」゚の人権コンサー
トが行われました。

2023  人権まつり

3月2日 地域総合センター

給食の先生に「ありがとう」
友達と笑顔で「おいしいね」

　もりの風こども園の5歳児56人が、卒園を前に「お祝い
膳」の給食を楽しみました。クラスの垣根を越えて同じテー
ブルを囲んだ園児たちは、毎日の食事を作ってくれた給食
の先生に声をそろえて「ありがとう」を伝えました。その後、
唐揚げやグラタン、フライドポテトなど好きな料理を選べる
バイキング給食をおいしそうに頬張っていました。

卒園を祝ってバイキング給食

3月12日 もりの風こども園

石田川運河や水争い
参加者が地域の歴史を学ぶ

　矢島歴史の会を講師に迎え、地域住民など25人が参加
しました。参加者は「守山・矢島の歩みを探る」をテーマ
に、吉身から玉津（赤野井湾）に続く石田川運河を築いた
岡
おか

田
だ

 逸
いつ

治
じ

郎
ろう

の身上と業績、古文書から見る矢島の水争い
について学びました。最後には「川の分岐をするイカリはど
こか」など、地元ならではの質疑が飛んでいました。

大庄屋諏訪家屋敷文化サロン

3月9日 大庄屋諏訪家屋敷

守山市の人口

令和6年2月29日現在
（前月比）

男� 42,257（＋  3）
女� 43,582（＋  17）

人口� 85,839（＋  20）

世帯数� 34,937（＋ 37）
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